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荒川水系（埼玉県域）大規模氾濫に関する減災対策協議会 入間川流域部会 
第 3 回 

・実 施 日：令和2年1月24日（金） 14:30～16:00 

・場 所：ウェスタ川越 リハーサル室(小ホール)  

・出 席 者：別紙のとおり 

 

◆開催状況 

  
 

◆協議会の内容 

■入間川流域緊急治水対策プロジェクト 最終とりまとめ(案)について  

・最終とりまとめ(案) 説明 

・最終とりまとめ(案)参考資料 説明 

■最終とりまとめ(案)に対する質問・意見 

■今後のスケジュールについて 

■その他 

 

◆最終とりまとめ(案)に対する質問・意見 

・ 河道の対策として入間川や越辺川などの河道掘削、堤防整備等の対策を出していただいたが、心

強い取り組みであると感じている。流域の対策としてハイブリッド型の遊水地があるが、その地

域の課題である内水浸水を軽減できる配慮を十分にしていただきたい。プロジェクトの推進にあ

たり、地元への説明を丁寧に進めていただきたい。地域の流域の安全を高めるためには国、県、

市、町が連携して取り組むことが重要であり、特にソフト対策として水位情報の共有、あるいは

避難情報について積極的に連携し、災害の軽減に努めたい(川越市の意見)。 

 

・ 入間川流域の緊急治水対策プロジェクトについて、具体的な施工箇所や計画期間等を示していた

だき、心強く思っている。この計画に則り、概ね5年で河川の治水安全度を上げ、洪水の危機から

地域住民を守る施策を強力に推進していきたい。今後のさまざまな工事に対する地元へのコンセ

ンサスについては、早い事業進捗をしていただけるように、市でも全力で協力体制を作ってい

く。台風の発生する時期は目前に迫っているため、今年の梅雨の時期前を目途として応急的な対

策をお願いしたい。住民に対して、治水に関するさまざまな情報や工事に関する情報等を市のツ

ールを通じて伝達をしていく。災害時や水害が起こり得る場合、早い段階で避難を呼びかけるな

ど人命優先で今後は市としても国、県のご指導いただきながら災害対応に全力を向けていきたい

(東松山市の意見)。 

 

・ 遊水地の考え方を教えてほしい。大谷川と飯盛川と葛川に内水の常襲地区があるが、国で対策等

してもらえないか。内水が一番怖いため、その辺の配慮をお願いしたい。河道浚渫で生じた川砂
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利売却等の活用については、現状では法的な制約もあるが、今後、検討していただきたい。国、

県に頼むだけではなく、市でできることはやっていくので、いろいろご配慮をお願いしたい。(坂

戸市の意見)。 

 

・ 早急なプロジェクト案や具体的な施工箇所を取りまとめていただき、感謝している。樹木伐採や

土砂掘削について、町で先頭に立ち河道内の民有地の特定や伐採許可を進めていくため、民有地

の樹木の伐採や土砂の掘削をお願いしたい。また、荒川上流の既存ダムの洪水調整機能の向上を

進めていただきたい。また、高台整備について私どもの希望を尊重していただき感謝している。

それに関する民有地の取得について一生懸命努力していく。また、掘削土を高台整備に利用する

ことを検討していただきたい。ソフト事業等については、防災無線等の戸別受信機の設置につい

て既に進めている(川島町の意見)。 

 

・ 国土交通省の皆様には台風19号の折に災害対策本部にリエゾンを何人も送っていただき、技術的

な情報やアドバイスだけでなく、各省との調整にも同席いただき感謝している。各流域の減災協

議会に参加しているが、入間川流域部会にも協力、参加させていただき、ご指導をいただきたい

(埼玉県危機管理防災部の意見)。 

 

・ この緊急プロジェクトを早急にまとめていただき関東地整はじめ皆様に感謝している。昨年の12

月の補正予算で災害復旧に関するものは既に議決をされおり、工事の発注が進んでいる。今回の

台風の被災箇所については速やかな復旧を目指していきたい。河道掘削や樹木伐採に加え、堤防

の強化対策も新年度予算に盛り込んでいく。合流点処理については、国の指導をいただきながら

関係機関と調整をし、スピード感をもって対応していきたい(埼玉県県土整備部の意見)。 

 

・ 気象台としては、大雨に関する適時適切な気象の解説に尽力していく。出前講座等を実施し、地

域の防災力の向上に努めていく。また、小中学生等を対象に気象情報の普及啓発にも力を注ぎ、

早めに避難するという意識の醸成を目指していきたい。(熊谷地方気象台の意見) 

 

◆協議会結果 

・ 今回説明した資料は最終とりまとめ(案)としているが、特に修正意見がなかったため、(案)を取

る形で承認された。 

・ 補正予算成立後、速やかに記者発表及び記者会見を行うことが承認された。 

 

◆その他(事務局より)  

・ 特になし。 
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別紙 

 

 

機関名 組織名 役　　職 氏　　名 備　　　　考

川越市 － 市長 川合　善明

東松山市 － 市長 森田　光一

坂戸市 － 市長 石川　清

川島町 － 町長 飯島　和夫

埼玉県 危機管理防災部 部長 森尾　博之 代理：消防防災課　副課長　森　隆行

埼玉県 県土整備部 部長 中村　一之

気象庁 熊谷地方気象台 － 台長 桜井　美菜子 代理：　水害対策気象官　森野　克彦

国土交通省 関東地方整備局
荒川上流河川事務所

－ 事務所長 藤本　雄介

埼玉県 川越県土整備事務所 事務所長 磯田　和彦

埼玉県 飯能県土整備事務所 事務所長 小宮山　節男

埼玉県 東松山県土整備事務所 事務所長 大高　智之

国土交通省　関東地方整備局
河川部

－ 部長 佐藤　寿延

荒川水系(埼玉県域)大規模氾濫に関する減災対策協議会

第３回　入間川流域部会　出席者名簿

日時・場所：令和2年1月24日（金）14:30～　ウェスタ川越　リハーサル室（小ホール）



 

 

 


